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Strixll：233-243（1992）

伊勢のタカ渡り

吉居瑞穂’・吉居清’

はじめに

わが家は，サシバの渡りで有名な愛知県の伊良湖岬から西南西約30kｍの三重県伊勢市

藤里町にある．1982年の秋にわが家の上空をサシバがとおることを発見して以来，われわ

れは家の近くを定点として秋の渡りのシーズン中，毎日，調査を続けてきた．伊良湖岬で

は辻（1986,1988）が秋のタカ類の渡りについて20年以上にわたって詳細な調査を続けて

おり，結果を報告している．一方，タカ類の全国的な渡りのコースについては日本野鳥の

会の一斉調査でかなり解明され，その結果は武田（1989）が詳しく報告している．しかし，

各地域の渡りの状況については，まだまだわからない点が多い．

タカ類の渡りについてわれわれは辻氏から伊良湖岬の詳細なデータをいただき，伊勢市

のデータと比較した結果，伊良湖岬を飛びたったタカ類の20～30％がわが家の上空を通過

しており，わが家のある伊勢市藤里町は重要な渡りのコースの１つであることがわかって

きた．しかし，調査を続けているうちに多くの疑問も生じてきた．

今回は，精度の高くなった1986年から1991年までのデータをもとに「伊良湖岬をでたタ

カ類はどのような条件のときに，伊勢をとおるのか？」という疑問の解明を中心に，伊勢

市藤里町でのサシバを中心としたタカ類の渡りの調査結果を報告する．なお，観察したタ

カ類のうち約２％がハチクマなどサシバ以外の種であるが，この報告ではこれらを区別し

ていない．

１．調査地および調査方法

調査は図１に示す次の２か所で行なった．この地点から観察できるタカ類は伊勢神宮外

宮の南側にある高倉山（標高１１７ｍ）と伊勢神宮内宮の西側にある鼓ケ岳（標高355.2ｍ）

にはさまれた幅2.75kｍの上空を通過するものである．

①やすらぎ公園

自宅の北西約500ｍ，山の中腹（標高70ｍ）にある基地公園で，東側が開けて見とおしが

よく，渥美半島が見とおせる．伊良湖岬との距離は31.4kｍで，1988年までここで調査し

た．

②藤里

上記やすらぎ公園の位置はわれわれが観察できるルートの北側に片よっており，鼓ケ岳

北側山麓を低空で飛ぶタカをかなり見落としていると感じたため，1989年から自宅の南約

100ｍ，やすらぎ公園から南東約600ｍの空地に移動した．伊良湖岬との距離は31.2kｍで，
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図１．タカ渡りの調査地点．

Ｆｉｇ．１．Observationsitesrorhawkmigratiｏｎ．

ここが現在の調査定点となっている．

調査では，通常，肉眼および倍率７～８倍の双眼鏡をもちいてカウン調査では，通常，肉眼および倍率７～８倍の双眼鏡をもちいてカウントしたが，遠くて

みにくい場合には倍率20倍の望遠鏡を補助的に使用した．

２．調査時間

調査は1986～1991年の毎年９）121日～10月20F1のあいだ，Ｈの出前から雨が降っていな

い限り毎日行なった．調査時間は1986～1987年は日の出前から10時過ぎまでである（飛ん

でいる場合はもちろん継続した)．ただしこれらの年は６時30分～８時のあいだが不完全

であった．1988年以降は６時30分～８時のあいだはもとより極力正午ごろまで調査し，

1989年以降は好天で風が弱い（風力３以下）場合には午後も調査を続けた．

結果および考察

１．毎日の渡り数

毎1-1の個体数を年度別に図２に示した．本絡的な渡りの時期は毎年９月271-|～10月12[.’

のあいだで，中でも10月２～111:lには多数のタカ類が渡る．１０月２～６Ｆ１には前半の，１０

～121.1には後半の大きなピークがあるが，特に10月１０日は伊勢市藤里町で１０００羽をこえる

ような大規模な渡りが高い確率でみられる．一〃，１０月７１１は115～162羽が記録された年

があるが，大規模な渡りはみられない．これは，高気圧と低気圧の移動周期の関係でlＯｊ１

７１１の天気が悪くなる確率が高いためと考えられる（過去５年間で曇り３１．１，雨２日)．
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Ｆｉｇ．２．Numberofmigratinghawksoneachｄａｙ，１９８６－９１．

２．時間帯別の渡り数

年ごとの渡り数の総数を各時間帯の比率で示すと図３のとおりである．シーズン全体と

しては８時～１０時までのあいだに約50％が渡る．しかし，渡りの多い日の時間帯別の数は

図４のグラフに示したとおりで，日によって多くの個体の渡る時間帯は必ずしも一定して

いない．

日の出（午前５時45～55分頃）直後に大きなピークのあった日があるが，これは伊勢市

藤里町のすぐ東側にねぐらがあり，ここから飛来してきたことを示している．７時前後に

ピークを示した日は，伊良湖岬を日の出と同時に飛びたったタカ類が途中でおりずにその

まま伊勢まできた可能性が高い．
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表１．伊良湖岬一伊勢市藤里町におけるタカ渡り数の比較．

Ｔａｂｌｅ１．ＮｕｍｂｅｒｏｆｍｉｇｒａｔｉｎｇｈａｗｋｓｉｎＣａｐｅｌｒａｇｏａｎｄｌｓｅＣｉｔｙ．

Locality 1986１９８７１９ ８８１９８９１９９０１９９１

lrago 17,05516,67616,353１８，０１６13,59912,479

Ise 3,3125,2773,8005,3852,9763,171

％Ise／Irago １９．４３１．６２３．２２９．９２１．９２５．４
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１２時以降は観察数が大幅に減少するが，日没まで観察している日がわずかなため，渡り

の実態はまだ十分把握できていない．1987年１０月10日はたまたま一斉調査日で終日調査を

行なった結果，夕方にも飛んでいることが観察できた数少ない例である．

３．伊良湖岬との関係

１）年別の比較

２０年以上前から観察を続けられている辻氏からいただいたデータをもとに伊良湖岬と伊

勢市を通過するタカ類の個体数を比較した結果を表１に示す．知多半島を通過して直接渡っ

てきたものもわずかに含まれていると思われるが，伊良湖岬を通過したタカ類の少なくと

も20～30％が伊勢市藤里町をとおっているものと考えられる．残りの大半は，三重野鳥の

会による最近の一斉調査の結果から，鼓ケ岳より南側をとおっていることがわかってきた．

２）時間帯別の比較

伊良湖岬と伊勢市の渡り数を比較した代表的な例を図５に示す．伊良湖岬をでてそのま

ま伊勢市まで飛んでくるならば，両地の観察数のパターンが類似し，パターンのずれは約

１時間になると予想されたが，そのような例はほとんどなかった．タカ類は上昇気流を探

して帆期と滑期をくり返しながら飛ぶことが多いので，途中のわずかな気流の変化によっ

てコースがかわったり，群れが離合集散してしまうためと思われる．

1987年10月４日には，８時40分に伊勢で観察数のピークがみられた．これは伊良湖岬の

７時40分のピークに対応しているようであるが，そのほかは伊良湖岬と伊勢では対応して

いない．1989年１０月１日には，タカの飛期速度を30～40kｍ/hとすれば伊勢の10時のピー

クは伊良湖の８時20分のピークには対応していない．それより飛期速度がおそく，１９kｍ／

h程度とすれば対応することになる．1987年10月１０日６時の伊勢のピークはねぐら立ちで，

伊良湖岬の日の出５時40分のピークと対応しているものではない．８時の伊勢のピークは

伊良湖岬の７時のピークに対応していると考えられるが，１０時20,40分のピークは両地の

対応がはっきりしない．１５時20分，１６時のピークは，タカの飛来方向がかなり北よりであっ

たことから，知多半島からきた可能性も考えられる．さらに16時20分の伊良湖岬のピーク

は，１０月11日の日の出直後に伊勢で500羽をこえるタカが観察されたことから，伊勢の東

側にねぐらをとっていたことがわかった（図４)．

1989年10月10日の伊勢の６時40分のピークは伊良湖岬の日の出のピークに対応している

数少ない例である．

４．気象条件との関係

１）一般的気象条件と渡りの傾向

秋の渡りの時期には移動性高気圧と低気圧が日本上空を交互に通過し，３～４日周期で
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天気がかわる．そのあいだ，雨が１日，晴天が１～２日，曇りがｌ～２日となる．辻

(1988）や武田（1989）により，雨があがった２日後，移動性高気圧が日本の真上にきて

風がおさまった日に，多くのタカ類が伊良湖岬を渡ることがわかってきた．

２）伊勢市の渡りと気象条件

伊良湖岬，伊勢市ともに1000羽以上のタカ類が渡った日と伊良湖岬を1000羽以上のタカ

類が渡りながら伊勢市をほとんど通過しなかった日の代表的な天気図と雲の写真を図６に，

さらに，それらの日と前後の日の気象条件を表２に示した．図６と表２から次のような傾

向を読みとることができる．

ａ・伊良湖岬を多数のタカ類が渡っても伊勢市をほとんど通過しなかった日は日本の真

上に高気圧があり，天気が最も安定した日が多い．

ｂ、伊良湖岬，伊勢市ともに多数のタカ類が渡った日は，前日まで日本の真上にきてい

た高気圧が太平洋側にぬけて天気が崩れはじめ，曇りまたは晴れていても曇りがちで，か

つ風の弱い日が多い．

これまでの経験からも，伊良湖岬を1000羽以上のタカ類が渡りながら伊勢市をほとんど

通過しない日の気象条件は快晴～晴れの天気でかつ北西風のやや強い日が多い．また快晴，

無風で伊良湖岬を多数のタカが渡っているのに伊勢が非常に少ない場合もある（たとえば

1988年10月11日)．

表３は伊良湖岬より伊勢市の方が観察数が多い日のデータで，曇りまたは小雨の日であ

る．このような日には伊良湖岬が少ないにもかかわらず，鳥羽～伊勢間で休憩していたタ

カ類が加わるため，伊勢市の方が数が多くなる．

５．渡り時期のねぐら

すでに何度か説明したように，次の理由から伊勢市藤里町の東側にタカ類のねぐらがあ

ることがわかった．

ａ・日の出前後（５時40分～６時)にかなりの数の「ねぐら立ち」が観察できる日がた

びたびある．これらはその日に伊良湖岬からきたものではない（図４)．

ｂ・表３のように伊良湖岬よりも伊勢市の方が数が多い日がある．これは伊良湖岬と当

地とのあいだにいたものが追加されたものである．

ｃ・伊良湖岬を午後３時以降に多数のタカ類が渡った次の朝に，当地で日の出前後にね

ぐら立ちが観察できる場合がある（図４，５)．

また伊勢市藤里町では次のような光景がみられる．

ａ・天気の悪い日が続くと，山の南東斜面や自宅近くの樹上にとまっているサシバがよ

くみられる（多いときは10～20羽くらい)．ときにはその付近から日の出と同時にサシバ

が飛びたつことがある．

ｂ，筆者は1987年10月１０日の１６時過ぎから数羽のサシバが近くの山に急降下するねぐら

入りを目撃している．

ｃ、また'985年10月６日，1987年９月29日の夕方（17時以降)，ねぐらをさがしている

らしい数１０羽のサシバの群れを目撃している．

伊勢市藤里町の定点調査地点の東北東約800ｍの所に「臓泊（たかどまり）」という字

(あざ）名の地域がある．今は住宅団地になっているが，周辺はまだ森林が残っており，

ときにはこの方向から朝のねぐら立ちがみられる．また，近所の古老から「職泊では昔，
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伊勢の最高

表２．伊良湖岬と伊勢市を多数のタカが渡った日の気象条件．

Table２．Weatherconditionswhenlargenumbersofhawkswereobserved．
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Ｄate Ｎｏｔｅ
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表３．伊良湖岬より伊勢市の方が渡り数の多い日の気象条件．

Table３．WeatherconditionswhenlargernumbersofhawkswereobservedinlseCitythan

Capelrago．

曇り
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伊良湖岬の西南西約30kｍにあるわが家の上空をサシバがとおることを1982年の秋に発見して以来，

われわれは家の近くを定点として秋の渡りのシーズン中，タカ類の渡りについて調査を続けてきた．

われわれのデータと伊良湖岬のデータを比較した結果，伊良湖岬を飛びたったタカ類が多数，わが家

の上空を通過していることがわかった．今回，調査精度の高くなってきた1986年から1991年までのデー

タをもとに伊勢市藤里町におけるサシバを中心としたタカ類の渡りの状況を分析した．これまでにわ
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は，昔からこの地域にサシバのねぐらがあったことを示している．

当地域のタカ類の渡りについては，まだまだわかっていない問題が多い．今後も次の諸

問題の解明を中心に，研究を続けていきたい．

ａ・伊勢市をとおらない70～80％の渡りのコース
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かつた事柄を整理すると次のとおりである．

１．伊良湖岬をでたタカ類の少なくとも20～30％が伊勢市の鼓ケ岳と高倉山のあいだの幅約2.75kｍ

の地域を通過しており，ここはタカ類の渡りの重要なルートの１つになっている．

２．１０月上旬，日本の真上にきていた高気圧が太平洋側にぬけて天気が崩れはじめる日に，伊勢市の

上空を多数のタカ類が渡る傾向がみられる．

３．天候が悪いときや午後遅く伊良湖岬をでたタカ類の一部は鳥羽から伊勢にかけての一帯でねぐら

をとっている．
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Weliveinlsecity30kmawayfromCapelragowherehawksandotherbirdscongregate

whileonmigration，Wehaveobservedmigratinghawkseverydayofeverymigration

seasonfoｒ９ｙｅａｒｓｓｉｎｃｅｔｈｅａｕｔｕｍｎｏｆｌ９８２，whenwediscoveredthatmanyhawks，

especiallyGray､facedbuzzard-eagles,werepassingrightoverourhouse・

Ourobservationandanalysisindicatethefollowingresults．

(1)About20-30％ofthehawkstravelingfromCapelragopassoverFujisato-Cho,IseCity・

Therefore，thisareaislocatedonanimportantｒｏｕｔｅｏｆｈａｗｋｍｉｇｒａｔｉｏｎｉｎａｕｔｕｍｎ．

(2)AtthebeginningofOctober,justafterhighatmosphericpressureoverlyingcentral

JapanmovesofftothePacificOcean,alargenumberofhawksmigrateoverlseCity．

(3)Whentheweatherisnotfavorable,ｓｏｍｅｈａｗｋｓｔａｋｅｓａｓｈｏｒｔｒｅｓｔｉｎｔｈｅａreabetween

Tobaandlse、
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